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学生広報チーム＆神大うりぼー・学内探検隊！
法、経済、経営学部の学生が主に利用する図
書館です。建物は歴史を感じさせ、「勉強し
よう！」という雰囲気を醸しだしています。

■ラーニングコモンズ
複数人でも1人でも利用できるスペース。
喋っていても大丈夫なので、勉強会には
もってこい！

■大壁画
神大の卒業生・中山正實氏による、圧倒的な迫力の壁画
です！もう見慣れて当たり前になってしまっているけれど、
やっぱり社会科学系図書館のシンボルはこれ！

出演：法学部２年・北浦 里紗、経済学部３年・前田 真我、神大うりぼー

■大閲覧室
創建当時の姿が今も受け継がれ
ています。映画の中のような雰
囲気で、ここで勉強することで
モチベーションが高まります。

・学内探検隊！・学内探検隊！・学内探検隊！・学内探検隊！
法、経済、経営学部の学生が主に利用する図

よう！」という雰囲気を醸しだしています。

■
創建当時の姿が今も受け継がれ
ています。映画の中のような雰
囲気で、ここで勉強することで
モチベーションが高まります。

■ラーニングコモンズ
複数人でも1人でも利用できるスペース。

神大の卒業生・中山正實氏による、圧倒的な迫力の壁画
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百年記念館から神戸港を臨む

日本の認知症患者数は、2025年には700万人に達すると予想され、大きな社会問題と

なっている。認知症の治療法は研究途上にあるが、発症する前から検査や治療を始める

必要があることがわかってきた。既存の医療スキームが通用しない分野で社会に貢献

することを目指し、神戸大学は「認知症予防プロジェクト推進室」を設立、「予防」を

キーワードに、研究から社会的実践までの取り組みをスタートさせている。

狩
野
忠
正
先
生
と
百
年
記
念
館

［特集1］ 認知症予防の先進大学へ！

［特集2 神大研究ズームアップ］ 実証データに基づく日本の教育改革を目指して

［神大生の挑戦］ 頑張る神大生に全力の応援を。応援団男子リーダー復活

［KOBE教育］ 持続可能な社会づくりの実践者を育む［ESDコース］

［キラリ神大 OG・OB］微熱のような青春の日々を描く

［神大×LOCAL］起業・継業する人材を育成、篠山からイノベーションを起こす！

［こんにちは！留学生です］ スロベニアからの留学生
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　港湾都市・神戸の美しい風景を眼下に一望できる

「神戸大学百年記念館」。狩野忠正工学部建設学

科教授（当時）の設計により、2000（平成12）年

末に竣工、翌年1月に竣工記念式典が挙行され

た。当館は、神戸大学創立九十周年記念事業の寄

附金による「神大会館」と、国費による「留学生セ

ンター」（現在の国際教育総合センター）を3階部

分でジョイントして一体的に建築された複合建物

であり、本学が2002（平成14）年に創立百周年

を迎えることから百年記念館と命名された。建物

中央のプラットホームには、外に大きく開かれた

空間と幅21ｍの大階段があり、ここから眺める

四角く切り取られた風景は、まるで1枚の絵画の

ようである。さわやかな風が通う雄大かつ洗練さ

れたこの眺望は、2001（平成13）年に「神戸景観・

ポイント賞」を受賞した。

　「Bird’s Eye」。これが設計者の狩野先生によ

る当館建築デザイン「計画コンセプト」であっ

た。狩野先生の説明によれば、建物全体の形は、

鳥が「今にも飛び立とうとしている」一瞬の姿で

あり、屋上に突出する六甲ホールの楕円計の屋根

は「鳥の頭であり目」なのだ、「渡り鳥は国から

国へと往来する言わば鳥達の国際交流」ゆえに国

際交流拠点という当館の建築目的に添ったものだ

という。キャンパス南端の丘より飛び立つ鳥をイ

メージした当館は、狩野先生の代表作となった。

か
の
う

た
だ
ま
さ認知症予防の先進大学へ！

特集1 研究・教育から事業化まで、社会貢献に直結する実践的プロジェクトが始動

　狩野先生は、1962（昭和37）年に本学工学部

建築学科を卒業、（株）竹中工務店に入社して優れ

た建築作品を次々発表し、1981（昭和56）年三輪

そうめん山本本社の設計により吉田五十八賞を

受賞。設計部長、プリンシパルアーキテクトを歴

任し、1995（平成7）年退職して大阪とベルリン

に狩野忠正建築研究所を設立した。1997（平成

9）年本学工学部建設学科教授に就任し、教育者

として建築設計教育や学生指導に尽くすととも

に、建築家として工学部教室棟1階の学生自習室

「スタジオ1」、工学会館1階喫茶食堂エコール

（現在セブン-イレブン）の屋外テラス「スタジ

オ2」、さらに代表作「神戸大学百年記念館」を

設計し、本学キャンパス空間の質を高めた。2001

（平成13）年停年退官。本学への多大な貢献が評

価され、それまで学外の著名人に授与されてきた

「神戸大学名誉博士」の称号が、特例として初め

て学内者の狩野先生に授与された。同年大阪芸術

大学教授、2006（平成18）年もう一つの代表作

「天満天神繁昌亭」が完成する。2018（平成30）年

5月逝去（享年80歳）。心よりご冥福をお祈りする。

（大学文書史料室 室長補佐  野邑 理栄子）

狩野忠正先生（2001年）

この建物は大学創立100周年を記念

し、学術交流の進展に寄与する施設

として設立された、神大会館と国際

教育総合センターからなる建物で

す。六甲ホール、大学文書史料室、

誓子・波津女俳句俳諧文庫、展示

ホールが入ります。 カメラ : 二村 海
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表紙写真：百年記念館（六甲台第2キャンパス）
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知
症
予
防
教
室
か
ら

　
　
　
広
が
る
研
究
展
開

神
戸
大
学
の
「
認
知
症
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
」
に
は
、
保
健
学
研
究
科
、
医
学
研

究
科
、
人
間
発
達
環
境
学
研
究
科
、
シ
ス
テ
ム
情
報
学
研
究
科
、
学
術
・
産
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
本
部
な
ど
が
結
集
し
、
文
理
融
合
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
成
果
を
事
業
化
し
、
継
続
的
な
社
会
貢
献
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
も
同
時
進
行
し
て
い
る
。

総
合
大
学
の
強
み
を
生
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
貌
に
つ
い
て
、
保
健
学
研
究
科
の

古
和
久
朋
教
授
に
聞
い
た
。

　
根
本
的
治
療
薬
が
望
ま
れ
て
い
る

認
知
症

|
日
本
の
認
知
症
研
究
の
現
状
は
？

　
ま
ず
多
い
の
は
、
薬
に
よ
る
治
療
ス
キ
ー

ム
、
い
わ
ば
「
症
状
が
出
た
の
で
病
院
へ
行

く
、
診
断
に
基
づ
い
て
投
薬
が
始
ま
り
、
そ

の
結
果
症
状
が
消
え
て
治
る
」
と
い
う
流
れ

を
目
指
し
た
研
究
で
す
。
認
知
症
の
研
究
は

か
な
り
進
ん
で
お
り
、
最
も
患
者
数
の
多
い

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
つ
い
て
も
、

発
症
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
は
か
な
り
わ
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
認
知
症
の
原
因
と

な
る
、
脳
内
に
溜
ま
る
「
老
人
斑
」
を
取
り

除
く
薬
の
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。
老
人
斑

の
構
成
タ
ン
パ
ク
に
対
す
る
抗
体
を
投
与
す

る
と
、
老
人
斑
が
あ
る
程
度
取
り
除
か
れ
る

こ
と
は
、
マ
ウ
ス
実
験
で
証
明
さ
れ
て
い
る

し
、
人
で
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
問
題
は
、
発
症
し
て
か
ら
で
は
そ
の

薬
の
効
果
が
証
明
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
こ
こ

10
年
の
治
験
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と

な
の
で
す
。

|
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
？

　
そ
う
で
す
。
患
者
は
症
状
が
出
て
か
ら

病
院
に
来
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
投
薬
を
始

め
て
も
遅
い
。
そ
う
な
る
と
、 「
脳
の
中
に

老
人
斑
が
溜
ま
り
始
め
て
い
る
け
れ
ど
、

ま
だ
症
状
は
出
て
い
な
い
」
状
態
、
い
わ

ゆ
る
前
臨
床
期
（
プ
レ
ク
リ
ニ
カ
ル
期
）

の
人
を
見
つ
け
出
し
て
、
発
症
前
に
投
薬

す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
患
者
が
病
院

に
来
て
か
ら
治
療
を
開
始
す
る
従
来
の
医

療
ス
キ
ー
ム
で
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
脳
に
溜
ま
り
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か

は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
い
う
検
査
で

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
を
多
く
の
高
齢
者
に

実
施
で
き
れ
ば
、
薬
の
効
果
が
見
込
め
る

人
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
は
１
回
数
十

万
円
も
の
費
用
が
か
か
る
の
で
、
現
実
的

に
は
難
し
い
。
そ
れ
で
は
今
、
何
を
す
べ

き
か
。
高
齢
者
を
中
長
期
的
に
観
察
で
き

る
場
所
や
集
団
を
作
っ
て
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
※
１
）
を
通
じ
て
ふ
る
い
に
か
け
た

上
で
、
残
っ
た
人
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
実
施
し
、
陽
性
だ
け
れ
ど
未
発
症
の
人

に
薬
を
投
与
す
る
、
と
い
う
流
れ
を
作
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

|
将
来
確
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
薬
が
使

え
る
治
療
ス
キ
ー
ム
を
、
薬
の
研
究
と
同

時
進
行
で
準
備
し
て
い
く
？

　
そ
の
通
り
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
高

齢
者
に
こ
う
し
た
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
定
期
的
に
認
知
機
能
を
調

べ
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
作
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
は
、
認
知

症
予
防
教
室
を
実
践
し
て
い
る
の
で
す
。

1970年東京都生まれ。1995年東京大学医学部医学科卒。2004年同大学院医学系研究科修了。2005年よりマサチューセッツ総合

病院アルツハイマー研究ユニット留学。2008年東京大学神経内科特任助教、2010年より神戸大学医学部附属病院神経内科講師、

2012年より神戸大学大学院医学研究科神経内科学准教授。2017年より現職。神経内科専門医、認知症学会専門医。

古和 久朋 KOWA  Hisatomo

大学院保健学研究科 リハビリテーション科学領域 教授

神
戸
市
民
に
コ
グ
ニ
ケ
ア
を
提
供

|
認
知
症
予
防
教
室
と
は
？

　
認
知
症
予
防
教
室
（
以
下
、
教
室
）

は
、
運
動
や
認
知
機
能
の
訓
練
に
加
え
、

病
気
の
リ
ス
ク
や
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ

い
て
学
び
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。

コ
グ
ニ
ケ
ア
と
い
っ
て
、
予
防
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る
も
の
に
多
面
的
に
取
り
組

む
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
お
り
、
定
期

的
な
有
酸
素
運
動
、
運
動
し
な
が
ら
し
り

と
り
を
す
る
と
い
っ
た
二
重
課
題
、
社
会

性
の
つ
な
が
り
の
維
持
な
ど
、
神
戸
大
学

の
研
究
者
が
考
案
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
参
加
者
に

実
践
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
認
知
機
能
を

測
る
い
く
つ
か
の
指
標
を
年
1
回
測
定
し

て
、
結
果
を
参
加
者
に
伝
え
る
し
く
み
を

作
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
認
知

機
能
の
変
化
を
評
価
す
る
方
法
の
確
立
と

い
う
研
究
的
側
面
も
あ
り
ま
す
。
発
症
前

の
段
階
で
認
知
機
能
の
変
化
を
評
価
す
る

た
め
に
は
、「
日
本
人
の
正
常
な
経
過
」
の

デ
ー
タ
、
い
わ
ば
標
準
値
が
必
要
で
す
。

教
室
の
参
加
者
の
デ
ー
タ
を
評
価
し
、
そ

こ
か
ら
標
準
値
を
分
析
で
き
れ
ば
、
個
々

の
参
加
者
の
変
化
を
標
準
値
と
比
較
し
て

評
価
で
き
る
わ
け
で
す
。

|
教
室
の
展
開
は
い
つ
か
ら
？

　
２
０
１
８
年
７
月
か
ら
、
神
戸
市
北
区

の
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
神
戸
ゆ

う
ゆ
う
の
里
」
で
、
75
歳
以
上
の
入
居
者

20
人
の
参
加
を
得
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
週
１
回
、
60
分
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
参
加
者
は
有
酸
素
運
動
や
、
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
を
こ
ぎ
な
が
ら
の
二
重
課
題
な
ど

に
取
り
組
み
、
食
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設

の
性
格
上
、
長
期
間
の
フ
ォ
ロ
ー
が
可
能

で
す
の
で
、
10
年
間
の
継
続
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
月
か
ら
は
神
戸
新
聞
文
化
セ

ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
の
特
別
講
座
と
し

て
、
ヨ
ガ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
参
加
者
の
年
齢
は
53
〜
89

歳
。
ヨ
ガ
の
先
生
方
に
も
認
知
症
予
防
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
コ
グ
ニ
ケ
ア
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
ダ
ン
ス
を
取
り
入

れ
る
な
ど
、
都
度
新
し
い
こ
と
を
提
供
し

て
、
飽
き
ず
に
継
続
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
し
て
い
き
ま
す
。

老人斑アミロイド (Aβ)
神経原線維変化（リン酸化タウ）

（※１）疾患の自覚がない潜伏期の人が含まれている可能性がある集団を対象に共通の検査を行い、罹患を疑われる人や発症が予測される人を選別すること。

特集 1    認知症予防の先進大学へ！

Special Topic 0405 kaze Vol.12

■アルツハイマー病の脳内でおきている変化



特集 1    認知症予防の先進大学へ！

|
今
後
の
展
開
は
？

　
教
室
を
開
催
す
る
場
所
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
と

の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
介
護
施
設
の

入
居
者
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
生
活
す
る

高
齢
者
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
県
立
病
院
と
の
取
り
組

み
も
準
備
中
で
す
。
認
知
症
の
リ
ス
ク
要

因
で
あ
る
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
で
定
期

的
に
通
院
す
る
患
者
さ
ん
を
中
心
に
、
私

た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
病
院
の
施
設
で

提
供
す
る
展
開
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
治

体
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
普
及
に
お
い
て
、
な
お
理
想
的
で
す
。

「
オ
ー
ル
神
戸
大
学
」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に

|
教
室
を
事
業
化
す
る
構
想
も
？

　
認
知
症
予
防
に
は
長
期
的
に
取
り
組
ま

な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
研
究
費
頼

み
の
運
営
で
は
な
く
、
事
業
化
し
て
継
続

で
き
る
よ
う
に
し
な
い
と
、
社
会
貢
献
に

な
り
ま
せ
ん
。
営
利
目
的
で
は
な
く
、
運
営

コ
ス
ト
に
見
合
う
だ
け
の
最
低
限
の
利
益
を

出
し
て
い
け
る
よ
う
、
学
内
の
専
門
家
の
助

言
も
受
け
て
い
ま
す
。

|
神
戸
市
と
も
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
を
？

　
神
戸
市
が
２
０
１
８
年
４
月
に
制
定
し

た
「
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
に
基
づ
き
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
神
戸
セ
ン
タ
ー
と
共
に
、
認
知

症
発
症
リ
ス
ク
を
推
測
す
る
た
め
の
指
標

を
作
る
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対

象
者
が
４
万
人
を
超
え
る
、
か
な
り
大
規

模
な
も
の
で
、
回
答
者
が
そ
の
後
認
知
症

に
な
っ
た
か
ど
う
か
は
、
神
戸
市
に
提
供

し
て
も
ら
う
介
護
保
険
の
認
定
調
査
デ
ー

タ
（
個
人
名
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
処
理

済
み
）
と
組
み
合
わ
せ
て
検
証
し
ま
す
。

|
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
神
戸
大
学

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
学
生
も
参
加
？

　
11
月
か
ら
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
対
象
と
し
た

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
学
生
に
向
け
て

は
、
認
知
症
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
準

備
中
で
、
こ
こ
に
は
、
認
知
症
の
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
を
明
確
に
す
る
研
究
へ
の
参

加
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の

原
因
に
な
る
老
人
斑
の
病
理
学
的
な
変
化

は
、
発
症
す
る
20
年
も
前
か
ら
起
き
て
い

ま
す
か
ら
、
そ
れ
よ
り
前
の
、
若
い
頃
の

生
活
の
仕
方
な
ど
に
も
、
将
来
老
人
斑
を

蓄
積
し
や
す
く
す
る
リ
ス
ク
に
な
る
要
因

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
神
戸

大
学
に
在
籍
し
て
い
る
学
生
や
教
職
員

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
や
採
血
サ
ン

プ
ル
の
提
供
な
ど
、
研
究
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
て
い
き
ま
す
。
長
期
的
な
リ
ス
ク

の
探
索
と
評
価
を
目
指
す
上
で
、
全
学
共

通
の
認
知
症
教
育
と
い
う
視
点
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
大
学

の
職
員
、
学
生
を
含
め
た
全
員
が
意
識
を

高
め
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、
認
知
症

予
防
先
進
大
学
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

オ
ー
ル
神
戸
大
学
の
文
理
融
合
の
研
究

テ
ー
マ
に
、
認
知
症
予
防
は
ふ
さ
わ
し
い

と
思
い
ま
す
。

|
大
学
が
一
つ
に
な
り
、
構
成
員
全

員
の
利
益
に
な
る
。
素
晴
ら
し
い
試
み

で
す
。

　
社
会
貢
献
と
し
て
の
教
室
を
実
践
し

な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
学
問

が
発
展
す
れ
ば
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
大
変
有
意
義
で
す
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
前
向
き
に
参
加
す
れ

ば
、
全
学
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
学
生
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Special Topic 0607 kaze Vol.12

Abnormal

Normal
Cognitively normal

老人斑（Aβ）
神経原線維変化（リン酸化タウ）
脳体積
記憶力
日常生活動作

MCI Dementia

Bi
om

ar
ke

r m
ag

ni
tu

de

もの忘れに気づいてからは、根本 治療は難し
いため、症状のない 段階（プレクリニカル期）
での 様々な予防介入が重要と考えられ るよ
うになった。

老人斑がたまり始めてから発症まで20年

軽度認知機能障害 認知症発症

認知症の予防にフォーカスし、社会貢献と研究を同時に進める神戸大学のプロ
ジェクト。認知症予防に多面的に取り組むコグニケアを提供しながら、参加者
の認知機能を定期的に測定し、必要であれば病院での治療につなげていく。
写真は神戸新聞文化センターで開催されている教室のもよう。

認知症予防教室でコグニケアを提供

幅広い研究領域から、認知症予防にアプローチ

　高齢者の普段の生活状況から、認知機能の変化をさりげなく察

知して、認知症の早期発見につなげる、そんなシステムが認知症

予防教室で稼動しています。AIスピーカーなどを使い、高齢者が

AIスピーカーに話しかけた声の調子、リズム、話す内容、動作、

仕草、表情、目線など、いろいろな情報をセンサーで収集し、そ

こから認知機能のレベルを推定していきます。

　これは、私が以前から研究している自閉症児の判定システムを

応用したものです。子供が遊んでいるときの声から、健常児と自

閉症児の声のパターン、ピッチや抑揚などの違いを、コンピュー

タで分類・解析する研究で、就学前の段階で自閉症児であること

がわかれば、その子に合わせた教育プランを提供することができ

るのです。

都市安全研究センター
大学院システム情報学研究科 情報科学専攻 教授

滝口 哲也 TAKIGUCHI Tetsuya

大学院人間発達環境学研究科 人間発達専攻 教授

近藤 徳彦　KONDO Narihiko

　認知症予防への応用は始まったばかりですが、いま教室に参加

されている皆さんは健康ですし、将来発症するかどうかもわかり

ません。ひたすらデータを蓄積しながら、数年後に症状が出た場

合に、その人の過去のデータに遡って検証していくという難しい

研究になります。しかし、認知機能の検査には抵抗を感じる人も

多いので、「さりげなく」判定できるシステムの研究はとても有意

義だと思います。

　これは夢ですが、将来的には認知症を発症した人の回復を支

援できるシステムも作りたい。一般的に困難とされる認知症患者

とのコミュニケーションを、A I やロボットが支援するシステムがで

きれば、周囲と楽しく話せるかもしれません。人は喋ることによっ

て生きがいも生まれてくると思うので、ぜひ実現したいですね。

ITを駆使して認知症を早期発見

　2015 年にアクティブエイジング研究センターを立ち上げ、高

齢社会の問題解決を目指し、心と身体と社会という３つの局面

から研究を進めています。認知症の問題には社会科学の方面か

らアプローチし、社会的なネットワークがもつ機能を、認知症

予防に応用しています。

　私たちは神戸市灘区の鶴甲団地でコミュニティの活性化に取り

組み、その影響を調査してきました。鶴甲団地は高齢の住人が多

く、若い人たちも入ってきていますが、人付き合いや世代間交流

の少なさから、さまざまな問題が生じていました。そこで住民同

士のつながりを強化するプロジェクトを進めた結果、コミュニ

ティが持つパワーが明らかになりました。たとえば、住民の健康

増進において、肥満対策や禁酒・禁煙をするよりも、人との関わ

りを持つことの方が重要なファクターであることがデータで裏付

けられました。地域社会に安心感が増し、出生率が上がる場合も

あります。コミュニティはさまざまな問題解決の鍵なのです。

　認知症についても、社会的なネットワークを豊かにすること

で罹患率が低下するとのデータがあります。これを認知症予防

教室のプログラムに取り込み、名札を作って互いに名前を呼び

合うようにし、話し合う時間を設け、イベントを行っています。

同時に、システム情報学研究科の協力を得て、ネットワークが

どう変わるかを解析しています。

　心と身体と社会という３つの面で、参加者の日常的な生活を

把握し、そのデータを蓄積・解析することで、認知症のリスク

を低減できる生活スタイルを具体的に示すことができるように

なるでしょう。こうした観点からも、予防の方法を見つけたい

と考えています。

人との豊かな関係づくりが予防に有効

※詳しくは、ホームページもご参照ください。 コグニケアコグニケア 検 索
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特集 2

学際的視点で研究する子育てと幸福度の関係教
育
の
質
が

日
本
経
済
に
影
響
を
与
え
る

|
先
生
の
学
際
研
究
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
私
の
メ
イ
ン
と
な
る
研
究
は
、
数
理
モ

デ
ル
で
人
的
資
本
が
経
済
成
長
に
ど
う
影

響
す
る
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
数
理
モ
デ
ル
で
は
教
育
の
中
身
を

具
体
的
に
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学

際
的
・
実
証
的
に
教
育
を
研
究
す
る
時
に

は
、
抽
象
的
な
議
論
で
は
な
く
、
具
体
的

な
問
題
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

|
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
問
題
が
？

　
日
本
経
済
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
に
、

労
働
生
産
性
の
低
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
の
教
育
が
効
果
を
上
げ
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
。
解
消
す
る
た
め
に
は
、

教
育
の
質
を
上
げ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
学
生
の
学
力
調
査
が
必
要
で
し
た
。

「
分
数
が
で
き
な
い
大
学
生
」
と
い
う
本
で

も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
１
９
９
８
年
に

慶
應
義
塾
大
学
の
戸
瀬
信
之
教
授
と
共
同

で
、
４
月
に
有
名
大
学
に
入
学
し
た
ば
か

り
の
１
年
生
に
数
学
の
学
力
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。
当
時
「
生
き
る
力
」
と

い
っ
た
抽
象
的
な
教
育
方
針
で
隠
れ
て
い

る
学
力
低
下
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
を
皮
切
り
に
、
実
証
研
究
で

具
体
的
な
事
柄
を
デ
ー
タ
で
検
証
す
る
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。
文
系
学
部
出
身
者
で

大
学
受
験
の
際
に
数
学
を
選
択
し
た
人

と
、
し
て
い
な
い
人
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
数
学
を
選
ん
だ
人
の
方
が
高
所
得

で
、
さ
ら
に
転
職
に
も
有
利
だ
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
時
、
理
系
学
部
よ
り
も
文
系

学
部
卒
業
生
の
方
が
所
得
は
高
い
と
い
う
説

が
あ
り
ま
し
た
が
、
文
系
・
理
系
学
部
出
身

者
で
所
得
を
比
較
し
て
、
通
説
を
検
証
し

た
と
こ
ろ
、
理
系
の
方
が
所
得
が
高
く
、
理

科
系
科
目
の
な
か
で
は
物
理
を
得
意
と
し
た

人
が
最
も
高
所
得
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
研
究
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
理
数
系
科

目
が
軽
視
さ
れ
て
い
た
風
潮
が
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

|
実
証
デ
ー
タ
に
よ
り
真
否
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
で
、
教
育
に
良
い
影
響
を
与

え
た
の
で
す
ね
。

　
学
生
の
次
は
、
日
本
の
研
究
・
開
発
力
の

低
下
を
検
証
し
ま
し
た
。
日
本
企
業
の
技
術

者
の
学
力
を
調
査
す
る
と
、
中
学
入
試
レ
ベ

ル
の
数
学
・
物
理
の
問
題
の
正
解
率
が
６
割

を
切
る
結
果
に
。
さ
ら
に
年
代
別
に
特
許
申

請
数
・
更
新
数
を
調
べ
る
と
、
80
年
・
90
年

代
の
第
一
次
・
第
二
次
ゆ
と
り
教
育
を
受
け

た
世
代
か
ら
、
一
人
あ
た
り
の
特
許
数
が
急

激
に
減
少
し
て
い
た
の
で
す
。
教
育
の
影
響

が
顕
著
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
学
生
に
ど
ん
な
教
育
を

行
っ
て
い
く
の
か
を
、
議
論
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
幸
福
度
は

親
の
子
育
て
に
左
右
さ
れ
る

|
先
生
は
子
育
て
が
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
も
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
、
日
本
で
は

「
学
力
よ
り
も
道
徳
が

大
事
だ
」
と
い
う
風
潮
が

あ
り
ま
す
。
道
徳
の
基
礎

と
な
る
規
範
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
幼
少
期
に
親
や
周

り
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。
す
る

と
「
①
う
そ
を
つ
か
な
い
②
人

に
親
切
に
す
る
③
ル
ー
ル
を
守
る
④
勉

強
を
す
る
」
の
４
つ
に
行
き
着
い
た
ん

で
す
。
特
に
、
こ
の
４
つ
の
し
つ
け
を

受
け
た
人
は
高
所
得
・
高
学
歴
の
傾
向

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

|
今
回
の
子
育
て
と
幸
福
度
に
つ
い
て

の
研
究
は
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　
い
つ
の
時
代
で
も
、
親
が
望
む
こ
と
は

子
ど
も
の
「
幸
福
」
で
す
。
そ
れ
が
子
育

て
の
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
幸
福
は
千
差

万
別
。
人
が
幸
福
を
感
じ
る
た
め
に
必
要

な
要
素
を
、
数
万
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調

べ
る
と
、
健
康
と
人
間
関
係
を
別
に
す
る

と
、「
自
己
決
定
」
が
一
番
幸
福
に
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
子
育
て
型
と
社
会
的
成
功
の
調
査

で
は
、
自
立
を
促
す
「
支
援
型
」
の
子
育

て
を
受
け
た
子
ど
も
が
、
成
人
し
た
後
に

先
生
は
子
育
て
が
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
も
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
事
だ
」
と
い
う
風
潮
が

あ
り
ま
す
。
道
徳
の
基
礎

と
な
る
規
範
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
幼
少
期
に
親
や
周

り
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。
す
る

interview
ee

N
ISH

IM
U

RA  Kazuo

西
村 

和
雄

社会システムイノベーションセンター 経済経営研究所　特命教授
1 9 4 6 年 札 幌 市 生まれ 。1 9 7 2 年 東 京 大 学 大 学 院 農 学 系 研 究 科 博 士 課 程 農 業 経 済 学 専 攻 進 学、
1976年米国ロチェスター大学大学院経済学研究科博士課程修了。1987年京都大学経済研究所教授、
2006年同研究所所長、2008年サンタフェ研究所特任教授、2010年京都大学名誉教授、京都大学経
済研究所特任教授（京都大学学際融合教育研究推進センター統合複雑系科学国際研究ユニット代
表を兼務）を経て、2013年より現職。2012年紫綬褒章受章、日本学士院会員。

Nonlinear Dynamics in Equilibrium Models
（Springer 社、2012 年）は西村教授による Chaos, Indeterminacy, 

Cycles に関する主要論文集である。

最
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　日
本
人
が
抱
く
幸
福
感
に
は
所
得
、
学

歴
よ
り
も
「
自
己
決
定
」
が
強
い
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
、
国
内
2
万
人
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
と
、
本
学
の
社
会
シ
ス
テ
ム
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
西
村
和
雄
特
命
教
授

ら
の
チ
ー
ム
が
発
表
し
た
。

　西
村
特
命
教
授
は
、
１
９
８
０
年
代

に
米
国
で
経
済
学
の
教
鞭
を
執
り
、
経

済
成
長
モ
デ
ル
に
お
け
る
人
的
資
本
の

役
割
を
数
理
的
に
研
究
し
て
き
た
。

ア
メ
リ
カ
で
、
並
行
し
て
心
理
学
を
研

究
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、
最
近
は
、
学

際
的
視
点
で
人
的
資
本
の
蓄
積
に
関
す

る
実
証
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
「
人

的
資
本
は
蓄
積
可
能
で
あ
り
、
経
験
や

教
育
が
も
た
ら
す
」
と
話
す
西
村
教

授
。
日
本
の
教
育
に
影
響
を
与
え
る
実

証
研
究
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い
た
。
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最
も
成
功
す
る
と
い
う
結
果
を
得
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
非
常
に
整
合
的
で

す
。
子
ど
も
が
自
分
で
人
生
の
選
択
を
す

る
こ
と
で
、
選
択
す
る
行
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、
達
成
す
る
こ
と
で
満
足

度
も
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
幸
福
感
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。

　
国
連
の
「
世
界
幸
福
度
報
告
書
」
の
国

際
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
日
本
は
幸
福
度
が
そ
れ

ほ
ど
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
国
全
体
で
み

る
と
、
「
人
生
選
択
の
自
由
」
の
変
数
の
値

が
低
い
国
で
す
。
こ
の
日
本
社
会
で
自
己
決

定
度
の
高
い
人
は
一
層
、
幸
福
度
が
高
い
傾

向
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

一
連
の
実
証
デ
ー
タ
を
裏
付
け
に

教
育
に
変
革
を

|
先
生
の
研
究
が
一
つ
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
代
社
会
で
は
学
習
に
お
い
て
も
子
育

て
に
お
い
て
も
、
何
が
正
し
い
の
か
親
も

子
ど
も
も
迷
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
私
が
こ
れ
ま
で
数
理
的
に
証
明
し
て

き
た
デ
ー
タ
を
、
教
育
に
お
い
て
の
判
断

材
料
と
し
て
ほ
し
い
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
一

連
の
教
育
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

|
研
究
成
果
が
教
育
制
度
改
革
な
ど
の

形
で
、
実
社
会
に
反
映
さ
れ
る
可
能
性
も
？

　
現
実
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、

実
現
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い

え
、
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
私
は
今
、
大
阪
市
の
教
育
委
員
会
の

顧
問
を
務
め
て
い
る
の
で
す
が
、
大
阪
市

は
安
全
と
学
力
の
向
上
を
２
大
重
要
目
標

と
し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
安
全
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年
度
ま

で
大
阪
市
は
小
・
中
学
校
と
も
に
校
内
暴

力
の
発
生
率
が
全
国
平
均
の
3
倍
以
上
、

全
国
で
も
最
多
と
い
う
状
況
で
し
た
。
そ

れ
が
昨
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
５
分
の
１

に
減
少
し
、
17
年
度
は
前
年
の
２
分
の
１

ま
で
減
少
。
全
国
平
均
値
を
下
回
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

|
驚
異
的
で
す
ね
。
一
体
ど
ん
な
取
り

組
み
を
？

　
大
阪
市
は
、
2
0
1
5
年
11
月
か
ら
公
立

の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に
「
学
校
安
心

ル
ー
ル
」
を
配
布
し
ま
し
た
。「
ず
る
休
み

を
す
る
」、「
他
の
子
を
仲
間
外
れ
に
す
る
」

な
ど
と
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
段
階
に

分
け
て
、
詳
し
く
明
示
。
破
っ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
も
表
に
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
が
、
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た

う
え
で
、
自
ら
を
律
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。
記
載
し

て
い
る
内
容
は
、
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ

と
。
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
を
明
示
す
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

|
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
？

　
こ
れ
ま
で
私
が
実
証
し
て
き
た
重
要
な
科

目
を
子
ど
も
た
ち
が
効
果
的
に
学
習
す
る
た

め
、教
員

の
指
導
力

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、
私
が
、
国
語
と
算
数
の

学
習
の
勘
所
を
提
示
し
て
、
そ
れ
を
て
こ

に
、
授
業
改
善
の
原
案
を
作
り
ま
す
。
私
が

あ
ら
か
じ
め
作
っ
た
原
案
を
も
と
に
、
教
育

委
員
会
が
国
語
と
算
数
の
指
導
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
て
、
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
教
員

が
、
そ
れ
を
も
っ
て
、
大
阪
市
内
の
モ
デ
ル
校

30
校
を
ま
わ
り
教
員
に
指
導
を
し
ま
す
。
評

判
は
と
て
も
良
い
で
す
よ
。
現
場
の
先
生
は

自
信
が
付
き
、
子
ど
も
た
ち
は
授
業
が
楽
し

く
て
よ
く
わ
か
る
か
ら
で
す
。
将
来
的
に
は
、

モ
デ
ル
校
か
ら
市
内
の
全
公
立
の
小
学
校
に

取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

2017年パリでの国際学会の出席者と一緒に 2016年理数科教育の国際学会を主催して、
ノーベル物理学賞受賞者の小林誠教授と

2015年Qeensland大学での意識の
国際学会に出席して発表する

～子育て、学習方法、幸福度～
実証研究が一つに

つながって平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
0.0
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0.015

校内暴力の発生比率は全国的には年々増加傾向にあるのに対し、大阪市は
年々減少している。3年間で5分の1にまで減少した。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
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|
実
現
に
向
け
て
の
課
題
は
？

　
指
導
す
る
ベ
テ
ラ
ン
教
員
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
。
雇
用
に
予
算
は
か
か
り
ま
す
が
、

ス
キ
ル
や
時
間
の
面
で
も
、
定
年
退
職
さ
れ

た
教
員
に
指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
来
年
の
４
月
に
は
国

語
・
算
数
の
ほ
か
、
理
科
の
教
員
指
導
も
始

め
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は
学
習
障
害
児
の
学
力

向
上
に
も
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
「
学
ぼ
う
！
算
数
」
と
い

う
著
書
を
も
と
に
、
東
京
・
京
都
の
学
校

で
、
で
き
る
子
を
伸
ば
す
の
と
同
時
に
、
学

習
障
害
児
を
学
力
ア
ッ
プ
に
導
い
て
き
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
阪
市
で

も
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
、
人
は
一
人
ひ
と
り
皆
違
う

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
う

す
れ
ば
、
学
習
障
害
児
と
い
う
存
在
も
生

ま
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
全
体
の

教
育
の
あ
り
方
も
も
う
少
し
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
で
す
が
、
最
終
的
に
は
個
別
学

習
、
自
主
学
習
を
実
現
し
た
い
で
す
ね
。

主観的幸福感を決定する
要因の重要度（標準化係数）

注）学歴は説明変数として統計的に有意ではない。

2007年数学の国際学会で、カオスで有名な
Sharkovsky教授（向かって左から二人目）と

2007年 フランスで名誉博士号を受ける 2005年中山文部科学大臣にゆとり教育の
学習指導要領の見直しを求める署名を提出

右手前  :「分数ができない大学生」 
学生の学力低下に警鐘を鳴らした一
冊。2005年、日本数学会出版賞受賞。   
左から  :「学ぼう！算数シリーズ」
算数の “考える力” を養えると定評が
ある。

校内暴力発生比率（1000人当り）の推移

Special Topic 1011 kaze Vol.12Special Topic



藤田 奈菜子
経営学部 経営学科３年

■インタビュアー学生広報チーム

松田  大地
法学部 法律学科３年

応援団総部吹奏楽部  応援団担当

FUJITA Nanako

MATSUDA Daichi

kaze Vol.12神大生の挑戦13 12

神大生の挑戦

今
回
は
「
応
援
団
」
を
復
活
さ
せ
た
経
営
学
部

３
年
の
宮
脇
健
也
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

一
緒
に
奮
闘
す
る
応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
の

松
田
大
地
さ
ん（
法
学
部
3
年
）に
も
話
を
聞
き
、

応
援
団
復
活
ま
で
の
経
緯
や
、
そ
こ
に
秘
め
ら

れ
た
思
い
な
ど
を
探
り
ま
す
。

|
応
援
団
に
入
部
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宮
脇

　僕
は
神
戸
大
学
に
編
入
学
し
た
の
で
す

が
、
入
学
前
に
神
大
の
雰
囲
気
を
知
り
た
い
と

思
い
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
レ
イ
バ
ン

ズ
の
試
合
を
観
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、

「
応
援
団
が
な
い
」
と
気
づ
い
た
ん
で
す
。
神
大

く
ら
い
の
規
模
の
大
学
で
は
、
応
援
団
が
あ
る

の
が
一
般
的
で
す
。
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ

ろ
、
神
大
で
は
「
応
援
団
」
と
「
吹
奏
楽
部
」
が

「
応
援
団
総
部
」
と
し
て
活
動
し
て
い
た
け
れ

ど
、
3
年
前
に
応
援
団
の
部
員
が
ゼ
ロ
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　そ
の
時
は
「
復
活
し
て
ほ
し
い
な
」
と
思
っ
た

だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
入
学
後
、
ど
う
な
っ

た
の
か
気
に
な
っ
て
、
新
歓
祭
で
応
援
団
の

ブ
ー
ス
に
行
っ
て
み
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
、
体

育
会
の
部
活
や
吹
奏
楽
部
、
応
援
団
の
O
B
・

O
G
の
方
が
一
丸
と
な
っ
て
、
復
活
に
向
け
て

奮
闘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
最
初

は
自
分
が
入
部
し
よ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
O
B
の
方
や
吹
奏
楽
部
の
応
援

団
担
当
の
松
田
さ
ん
の
話
を
聞
く
中
で
、
皆
さ

ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
応
援
団
復
活

と
い
う
大
き
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

い
、
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

|
様
々
な
人
が
、
応
援
団
復
活
に
向
け
て
活

動
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

松
田

　去
年
の
体
育
会
の
幹
事
長
の
加
瀬
さ
ん

と
い
う
学
生
が
、
大
学
の
学
生
支
援
課
に
「
応

援
団
の
復
活
は
で
き
な
い
の
か
」
と
話
を
し
に

行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
学
生
支
援
課
か

ら
応
援
団
総
部
吹
奏
楽
部
の
僕
た
ち
の
と
こ
ろ

へ
話
が
来
た
の
で
す
が
、
体
育
会
の
人
た
ち
か

ら
「
自
分
た
ち
を
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
れ
は
断
れ
な
い
で
す
よ

ね
。
ぜ
ひ
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
、
僕
た
ち
も

復
活
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

|
復
活
に
あ
た
っ
て
、
大
変
だ
っ
た
点
は
あ

り
ま
す
か
？

宮
脇

　一
番
大
変
な
の
は
、
文
化
の
継
承
を
ど

う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
応
援
団
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
理
由
と
し
て
O
B
の
方
が

「
残
す
べ
き
も
の
を
残
せ
な
く
て
、
変
わ
る
べ
き
と

こ
ろ
を
変
わ
れ
な
か
っ
た
」と
仰
る
ん
で
す
ね
。

　限
界
を
超
え
て
プ
レ
ー
す
る
選
手
た
ち
を
応

援
す
る
の
だ
か
ら
、
僕
た
ち
も
限
界
を
超
え
な

い
と
応
援
に
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
て
、
そ
の

た
め
に
は
多
少
の
厳
し
さ
に
耐
え
る
訓
練
は
必

要
で
す
。
応
援
団
員
と
し
て
の
自
覚
を
常
に

持
っ
て
お
く
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
ば
か
り
を
重
視
し
て
、
今
の
学
生

が
つ
い
て
く
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
、
応
援
団
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
一

因
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　多
様
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
あ
る
現
代
に

お
い
て
、
4
年
間
、
24
時
間
3
6
5
日
応
援
団

漬
け
の
生
活
を
送
る
な
ん
て
こ
と
は
相
応
わ
し

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
オ
ン
・
オ
フ
を
し
っ
か

り
設
け
、
応
援
団
と
し
て
の
活
動
以
外
の
こ
と

で
も
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

ル
ー
ル
も
文
化
も
改
め
て
作
り
直
し
を
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

松
田

　吹
奏
楽
部
の
方
で
も
、
今
の
部
員
は
応

援
団
が
あ
っ
た
頃
を
知
ら
な
い
の
で
、
ど
う
い

う
風
に
応
援
を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

人
が
多
く
て
。
復
活
に
あ
た
り
、
ど
う
す
れ
ば

吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
も
楽
し
ん
で
応
援
が
で

き
る
の
か
、
以
前
あ
っ
た
ル
ー
ル
で
何
を
残

し
、
何
を
変
え
る
べ
き
か
な
ど
、
考
え
る
こ
と

が
多
か
っ
た
で
す
。

|
宮
脇
さ
ん
が
思
う
、
応
援
の
魅
力
は
何
で

す
か
？

宮
脇

　大
学
で
一
緒
に
勉
強
し
て
い
る
仲
間
と
、

「
と
も
に
戦
え
る
」
こ
と
が
応
援
の
魅
力
・
や
り

が
い
だ
と
思
い
ま
す
。
プ
レ
ー
し
て
い
る
の
は

選
手
で
す
が
、
そ
れ
を
全
力
で
応
援
し
て
い
た

ら
、
自
分
の
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、

選
手
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
ら
、
ま
る
で
自
分

が
打
っ
た
か
の
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
し
、
逆

に
相
手
に
点
を
取
ら
れ
た
り
負
け
た
り
し
た

ら
、
も
の
す
ご
い
悔
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　そ
れ
と
、
応
援
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
っ
て
、

結
構
面
白
い
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
野
球
の
応
援

だ
と
、
マ
ー
チ
に
合
わ
せ
て
指
揮
を
振
っ
た

り
、
得
点
を
取
っ
た
ら
肩
を
組
ん
で
神
大
の
第

三
応
援
歌
で
あ
る
「
燃
ゆ
る
思
い
」
を
歌
っ
た

り
し
て
、
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

|
最
後
に
、
神
大
生
や
、
神
大
を
目
指
す
受

験
生
に
向
け
て
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
！

宮
脇

　自
分
が
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
、

応
援
し
て
く
れ
る
存
在
と
い
う
の
は
誰
に
で
も

い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
い
う
時
は
、
応
援

し
て
も
ら
っ
て
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
。
そ
し
て

そ
の
後
に
、
今
度
は
ぜ
ひ
、
誰
か
を
応
援
す
る

側
に
回
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　高
校
生
の
方
は
、
受
験
勉
強
は
苦
し
い
と

思
い
ま
す
し
、
長
丁
場
で
す
が
、「
何
の
た
め

に
今
頑
張
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
意

識
す
る
の
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
絶
対
に

応
援
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
す
し
、
僕
た
ち

応
援
団
は
、
そ
ん
な
頑
張
る
君
を
全
力
で
応

援
し
ま
す
！
そ
し
て
入
学
後
、
よ
か
っ
た
ら

ぜ
ひ
応
援
団
に
入
っ
て
、一
緒
に
充
実
し
た
大
学

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
友
達
が
1
0
0
0
人

で
き
ま
す
よ
!!

戦戦戦戦挑戦挑戦
頑
張
る
神
大
生
に
全
力
の
応
援
を
。

応
援
団
男
子
リ
ー
ダ
ー
復
活

神大生の

応
援
団
総
部
リ
ー
ダ
ー

経
営
学
部 

経
営
学
科
3
年

宮
脇
健
也

M
IYAW

AKI Kenya
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|
E
S
D
と
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　実
は
そ
れ
は
、
と
て
も
難
し
い
質
問
で
す
。「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
何
が
持
続
可

能
な
の
か
、
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
非
常
に

幅
広
い
捉
え
方
が
で
き
ま
す
。

　「持
続
可
能
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
球
資
源
や

我
々
の
今
の
社
会
生
活
が
持
続
で
き
る
こ
と
も
大
事
な
の
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
自
分
の
国
の
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
て
も
い
け
な
い
し
、
人
間
以
外
の
生
き
物

や
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
命
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
障
害
を
持
つ
人
や
、
被
災
地
の
人
の
暮
ら
し
の
こ
と

も
あ
る
。「
あ
ら
ゆ
る
命
」が
持
続
可
能
な
社
会
を
作
っ
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
、
持
続
可
能
な
開
発
と
い
う
運
動
で
す
。

　こ
れ
に
関
し
て
は
、
国
連
が
2
0
1
5
年
に
「
S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
作
り
ま

し
た
。
E
S
D
が
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、
具
体
的
な
17
個
の

目
標
を
設
定
し
た
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
貧
困
を
な
く
そ
う
と

Password:
201810025
Password:
201810025
Password:
201810025
Password:
201810025

か
、
海
や
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
、
す
べ
て
の
人
に
健
康
と

福
祉
を
、
な
ど
の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ど
れ
か
を

選
ん
で
皆
が
動
い
て
く
れ
れ
ば
、
持
続
可
能
な
開
発
が
実
現

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
す
。
で
す
が
、
こ
れ
は

い
ず
れ
必
ず
衝
突
す
る
ん
で
す
ね
。
あ
ち
ら
を
立
て
れ
ば
こ

ち
ら
が
立
た
ず
と
い
う
状
態
に
な
る
。
例
え
ば
、「
貧
困
を

な
く
す
た
め
に
発
展
途
上
国
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
ら
、
そ

こ
の
生
き
物
の
住
処
が
な
く
な
っ
た
」
み
た
い
に
。
そ
れ
は

国
連
も
当
然
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
も
今
の
状
況
で
は
、
普

通
の
人
は
そ
ん
な
衝
突
に
悩
む
段
階
ま
で
た
ど
り
着
い
て
い

ま
せ
ん
か
ら
、
ま
ず
は
好
き
な
と
こ
ろ
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　そ
し
て
、
い
ず
れ
そ
の
衝
突
が
起
き
た
と
こ
ろ
で
、

E
S
D
の
実
践
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
E
S
D
の

「Education

」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
人
と
人
が
絡
み

合
っ
て
、
そ
の
中
で
徐
々
に
人
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
命
が
持
続
し
て
い
け
る
よ
う
な

社
会
を
目
指
し
て
、
異
な
る
立
場
の
人
々
が
お
互
い
に
学

び
合
っ
て
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
気
づ
い
た
ら
考
え
方
が
変

化
し
て
い
る
。
矛
盾
や
衝
突
を
み
ん
な
で
引
き
受
け
な
が

ら
、
新
し
い
調
和
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
実
践
が

E
S
D
な
ん
で
す
ね
。

|
E
S
D
コ
ー
ス
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　E
S
D
コ
ー
ス
で
は
、
最
初
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
体
験
し
ま

す
。
実
際
に
E
S
D
を
実
践
す
る
人
た
ち
の
い
る
現
場
へ

行
っ
て
、
自
分
で
何
か
問
題
を
見
つ
け
て
も
ら
う
。
誰
か
が

す
で
に
発
見
し
た
こ
と
を
知
っ
て
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、

「
あ
な
た
は
自
分
で
知
識
や
理
論
の
芽
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す

か
？
」
と
い
う
こ
と
を
、
我
々
は
学
生
と
と
も
に
問
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
E
S
D
コ
ー
ス
で
は
、
始
め
の
う
ち
は
、

̶どのようなフィールドワークに参加しましたか？

門田：「えんぴつの家」という障害者の方の福祉施設が特に印象に残っています。そこ

で、障害者の方同士のコミュニティはあるけれど、地域の人との繋がりができにくいと

いう課題があるのを知りました。障害のある方はすごく身近にいるのに、そこに積極的

に関わろうとする人は少なくて、コミュニティが隔絶されてしまっているんだなって。

朝倉：僕は「KFC ( 神戸定住外国人支援センター ) 」で、外国人の子どもたちに勉強や

日本語を教える活動をしました。経済的に厳しくて学校へ行けない子や、日本語が不自

由で授業についていけない子がいるのですが、学校側の支援体制が十分に整っていない

のが現状で…。また、彼らがマナーなどについて、日本人以上に厳しい目で見られるこ

とがあるのを知り、そういう偏見というか、差別的な現実があるのだと実感しました。

髙須：私が印象に残っているのは、年末に三宮で行われている日雇い労働者の方たちの

ための「炊き出し」です。たくさんの方が来ていて、普段そういう方が三宮にこんなに

いるというのを意識したことがなくて、ああ、全然知らなかったなあって。

高松：やっぱり、現場に行く機会がたくさんあるのがいいなと思います。「ESDスタ

ディーツアー」というのがあって、ものすごく充実してるんですよ。ポータルサイトの

カレンダーに、参加できるフィールドワークが載っているのですが、ほとんど毎日何か

行われているし、いくつでも参加できます。

̶今はどんな授業を？

高松：今はESD演習をしています。自分たちで課題を決めて、先生も一緒になって自由

にディスカッションをして、アクションを起こして…という感じです。分かりにくい

ESDをどうやって広めるかという課題を考えているんですけど、本当に難しくて(笑) 。

髙須：「ESDとは何か」って、よくディスカッションのテーマになるんですけど、なか

なか答えが出ないんですよね。

門田：あと、いろんな学部の先生が来て、それぞれの分野からみたESDの話をしてくれ

たりするのですが、聞いていて「これとこれは衝突してるな」と思う時もありますね

(笑)。やっぱり、どの立場から見ても正しいESDというのは実現できるものではなく

て、そういう衝突があることをちゃんと分かっておくことが大事なんだなと思います。

朝倉：それくらいESDは範囲が広いし、捉えることが難しいんだなと。だから、「これ

ぞESD」というのを言い表すのは無理でも、それぞれのESDを感じて考えるのが重要な

んだと思います。

̶ESDコースを受けてみて、今後それをどういう風に生かしていきたいですか。

高松：ESDという視点を持ったことで、これまで関わらなかったような人たちと交流す

る機会が増えました。ESDを広めたいという思いがあるので、そのためには自分がまず

知らないといけないから、もっといろんな人と繋がっていって、自分たちの学びにして

いきたいと思います。

髙須：ESDを学んで、「片方が良くても、もう片方は良くない」ということを考えるよ

うになりました。フェアトレードの活動をしているのですが、これにも環境への負荷の

問題があったりします。１つの方法だけではなくて、いろんなアプローチの仕方を考え

ていけたらと思っています。

門田：いろんな立場の人の話を聞いて、その人の目線からも考えるのが本当に大切だと

実感しました。そのためにはやっぱり実際に現場に行ってみないと分からないことがた

くさんあるので、これからも積極的にESDの現場に関わっていきたいと思います。

朝倉：これから奉仕活動を考えるときや、社会に出て何かプロジェクトなどを企画す

るときに、自分と違う考え方の人がなぜそう考えているのか、その人の立場を理解

することを大切にしたいと思います。自分と相手のメリットをしっかり考え、周

りの人たちや社会・環境への影響まできちんと考えて行動していきたいです。

教
員
側
が
持
っ
て
い
る
答
え
や
、
核
心
に
迫
る
フ
レ
ー
ズ
を

教
え
ま
せ
ん
。
上
か
ら
教
科
書
的
に
教
え
る
こ
と
は
、

E
S
D
の
目
指
す
教
育
の
あ
り
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

演
習
で
は
、
各
々
が
見
つ
け
た
疑
問
を
持
ち
帰
っ
て
、
い
ろ

ん
な
学
部
の
学
生
と
教
員
と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
探
求
し
て

い
き
ま
す
。
異
質
な
人
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
問
題
を
考
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
総
合
大
学
で
あ
る
神
戸
大

学
で
、
全
て
の
学
部
の
学
生
や
教
員
の
力
が
合
わ
さ
っ
た
と

き
、
一
体
何
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
。
こ
れ
も
、
こ
の
コ
ー

ス
で
探
求
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　ま
た
、
面
白
い
こ
と
に
、
学
生
が
自
分
で
見
つ
け
た
課
題

を
自
分
た
ち
主
導
で
考
え
始
め
る
と
、
授
業
の
決
ま
っ
た
曜

日
以
外
に
も
時
間
を
作
っ
て
、
自
発
的
に
動
き
始
め
た
り
す

る
ん
で
す
よ
。
自
分
た
ち
の
力
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
自
信
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
、
主
体
的
な
力
を
発

揮
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
E
S
D
の
演
習
で
目
指
す
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

|
ど
の
よ
う
な
学
生
に
受
講
し
て
ほ
し
い
で
す
か
？

　い
ろ
ん
な
分
野
・
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

E
S
D
コ
ー
ス
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。
今
の
時
代
や
社
会
に

つ
い
て
、
何
か
変
だ
な
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
の
気
付
き
は
き
っ
と
正
し
い
で
す
。
そ
の
小
さ
な
疑

問
は
、
社
会
を
変
え
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ス

で
、
様
々
な
立
場
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、
新
し
い
学
び
や

新
し
い
調
和
、
小
さ
な
疑
問
が
社
会
を
変
え
る
力
と
な
る
た

め
の
仕
組
み
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ESD 演習の様子

フィールドワークにて現場を体験

持続可能な
開  発

環境

経済

生産 貧困
平和

資源
問題

汚染
破壊

社会

消費
人権
公平

持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な持続可能な
開  発開  発開  発開  発開  発開  発開  発開  発開  発開  発

環境環境環境環境

経済経済経済経済経済経済

生産生産生産 貧困貧困貧困貧困
平和平和

資源資源資源資源
問題問題問題問題

汚染汚染汚染汚染
破壊破壊破壊破壊

社会社会社会社会

「環境」と「社会」と「経済」の調和のとれた社会づくり

持続可能な社会づくりの実践者を育む
［ESDコース］Education for Sustainable Development

E
S
D（Education for Sustainable D

evelopm
ent

）は
、「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
」と
訳
さ
れ

ま
す
。
神
戸
大
学
に
は
、
全
て
の
学
部
の
学
生
が
一
緒
に
な
り
、
環
境
、
貧
困
、
平
和
、
人
権
、
福
祉
、
健
康
問

題
な
ど
、
幅
広
い
観
点
か
ら
E
S
D
を
理
解
し
、
そ
の
推
進
者
と
し
て
の
力
量
を
形
成
す
る
た
め
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。

KOBE教育

担当教員  松岡 広路 MATSUOKA Koji
大学院 人間発達環境学研究科 教授

Voicee
ESDコース
履修生の声

うになりました。フェアトレードの活動をしているのですが、これにも環境への負荷の

問題があったりします。１つの方法だけではなくて、いろんなアプローチの仕方を考え

いろんな立場の人の話を聞いて、その人の目線からも考えるのが本当に大切だと

実感しました。そのためにはやっぱり実際に現場に行ってみないと分からないことがた

くさんあるので、これからも積極的にESDの現場に関わっていきたいと思います。

これから奉仕活動を考えるときや、社会に出て何かプロジェクトなどを企画す

るときに、自分と違う考え方の人がなぜそう考えているのか、その人の立場を理解

することを大切にしたいと思います。自分と相手のメリットをしっかり考え、周

りの人たちや社会・環境への影響まできちんと考えて行動していきたいです。

国際人間科学部２年（右から）

・門田 菜奈（もんでん なな）  グローバル文化学科

・髙須      楓（たかす かえで）  グローバル文化学科

・高松 秀徒（たかまつ しゅうと）  環境共生学科

・朝倉 崇瑛（あさくら たかあき）  環境共生学科
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|
大
学
時
代
は
映
画
サ
ー
ク
ル
に
所
属
さ
れ
て

い
た
の
で
す
か
。

　
は
い
、
映
画
サ
ー
ク
ルR

ick's

に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
最
近
は
簡
単
に
映
像
が
撮
れ
ま
す
が
、
当

時
は
機
材
も
高
い
し
、
30
分
の
作
品
を
撮
る
の
に

フ
ィ
ル
ム
代
と
現
像
代
で
何
万
円
も
か
か
っ
て
い
た

の
で
、
み
ん
な
一
生
懸
命
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま

し
た
ね
。
サ
ー
ク
ル
自
体
は
ゆ
る
い
感
じ
で
、
飲
み

会
だ
け
に
現
れ
る
人
な
ん
か
も
含
め
る
と
、
1
0
0

人
く
ら
い
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
。

　
私
は
２
回
生
の
頃
か
ら
自
分
の
作
品
を
作
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
初
め
は
一
発
ギ
ャ
グ
の
よ
う
な

も
の
か
ら
撮
り
始
め
て
、
だ
ん
だ
ん
ド
ラ
マ
も
作
る
よ

う
に
な
っ
て
。
青
春
も
の
を
撮
っ
た
時
に
、
周
り
か

ら
「
良
か
っ
た
な
ぁ
」
と
か
「
じ
ん
と
来
た
」
と
言
わ

れ
て
、
映
画
作
り
が
や
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。

|
神
戸
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
後
は
ど
の
よ
う
な
進

路
に
進
ま
れ
た
の
で
す
か
。

　
卒
業
後
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
当
時
は
松
下
電
器
産

業
）に
就
職
し
、
家
電
本
部
の
販
売
促
進
部
門
に
配

の
第
一
弾
で
す
。
地
域
の
「
食
」
や
「
高
校
生
」

と
コ
ラ
ボ
し
た
青
春
映
画
を
市
民
参
加
型
で
作
る

と
い
う
企
画
な
の
で
す
が
、
加
古
川
の
方
々
が
と
て

も
協
力
的
で
。
エ
キ
ス
ト
ラ
を
入
れ
た
ら
1
0
0
人

く
ら
い
の
市
民
の
方
が
出
演
し
て
く
れ
て
い
ま
す

し
、
ロ
ケ
ハ
ン
か
ら
舞
台
挨
拶
ま
で
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
脚
本
作
り
の
段
階
で
、
市
民
の
方
や

高
校
生
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
ん
で
す
け
ど
、
加
古

川
の
魅
力
を
聞
く
と
、「
姫
路
み
た
い
に
世
界
遺
産
も

な
い
し
、
神
戸
み
た
い
に
観
光
資
源
豊
か
じ
ゃ
な
い

し
…
」
と
遠
慮
さ
れ
る
の
で
、
面
白
い
な
と
思
っ

て
。
そ
れ
で
、
遠
慮
が
ち
な
若
菜
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
話
で
す
が
、

「
ノ
ー
と
言
え
な
い
日
本
人
」
的
な
普
遍
性
の
あ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、
幅
広
い
年
代
の
方
に
共
感
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。

|
お
い
し
そ
う
な
ご
飯
が
印
象
的
な
シ
ー
ン
が

多
い
で
す
よ
ね
。

　
撮
影
の
時
期
が
イ
チ
ジ
ク
と
ブ
ド
ウ
の
シ
ー
ズ
ン

だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
、「
若
菜
が
ち
ょ
っ

と
頑
張
っ
て
作
っ
た
」
と
い
う
感
じ
に
な
る
よ
う

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
に
考
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
加
古
川
で
は
、
上
映
会
と
と
も
に
イ
チ

兵庫県の加古川市を舞台とした、2018年7月公開の映画“36.8℃ サンジュウロクドハチブ”。堀田真由さんが演
じる女子高生・若菜と、その友人の仲良し三人組を軸に、やんわりとした物語が進んでいきます。監督・脚本
を務めた安田真奈さんにお話を伺い、この映画の魅力や、安田監督が目指す映画のカタチについて探ります。

微熱のような青春の日々を描く

ジ
ク
の
ク
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
り
、

ロ
ケ
地
巡
り
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
り
と
、
映
画
を

活
用
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
も
と
も
と
、「
市
民
が

町
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ
う
」
と
い
う
目
的
で
企
画

さ
れ
た
の
で
、
地
元
の
方
々
に
長
く
愛
し
て
い
た
だ

け
る
作
品
に
な
っ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

|
タ
イ
ト
ル
も
特
徴
的
で
す
。

　
関
係
者
で
案
を
出
し
あ
い
ま
し
て
。「
3
6.
7
℃
」

と
い
う
案
が
出
て
、「
え
え
な
ぁ
、
温
度
ち
ょ
っ
と

上
げ
よ
か
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
っ
て
、

大
半
の
子
が
、
そ
ん
な
に
劇
的
な
こ
と
は
起
こ
ら
ず
、

毎
日
が
ち
ょ
っ
と
嬉
し
か
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
悲
し

か
っ
た
り
の
繰
り
返
し
で
す
よ
ね
。
青
春
は
微
熱
の

よ
う
な
日
々
…
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
私
の
代
表
作
は
、
上
野
樹
里
さ
ん
と
沢
田
研
二
さ

ん
が
電
器
屋
の
親
子
を
演
じ
ら
れ
た
、
映
画
「
幸
福

の
ス
イ
ッ
チ
」
で
す
が
、
こ
の
作
品
も
、
大
事
件

が
起
こ
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
常
の
家
族
の
交

流
、
仕
事
、
親
子
の
絆
を
描
い
て
い
ま
す
。
ど
こ

に
で
も
い
る
普
通
の
人
た
ち
の
、
そ
の
人
に
と
っ

て
の
人
生
に
お
け
る
大
事
な
日
、
社
会
の
大
事
件

で
は
な
い
け
れ
ど
、
個
人
の
大
事
件
で
あ
る
よ
う

な
も
の
を
描
く
の
が
、
私
は
好
き
な
ん
で
す
ね
。

さ
さ
や
か
だ
け
ど
心
に
浸
み
る
も
の
に
光
を
あ
て

て
、
見
た
人
が
「
あ
る
あ
る
」
と
か
「
家
族
に
会

い
た
く
な
っ
た
わ
」
と
か
感
じ
て
く
れ
た
ら
嬉
し

い
な
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
今
年
の
夏
も
新
作
を
撮
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
世
界
に
い
る
普
通
の
人
た

ち
に
光
を
あ
て
た
、
ち
ょ
っ
と
面
白
い
青
春
ド
ラ
マ
で

す
。
ま
だ
詳
し
い
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
す
が
、
ぜ
ひ

そ
れ
も
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

YASUDA Mana安田真奈
映画監督・脚本家。奈良県出身、大阪府在住。神戸大学の映画サークルRick'sで8mm映画を撮り始め、約 10 年のメー
カー勤務の後、2006 年映画「幸福（しあわせ）のスイッチ」監督・脚本で劇場デビュー。上野樹里 × 沢田研二の
電器屋親子物語。第16回日本映画批評家大賞特別女性監督賞、第2回おおさかシネマフェスティバル脚本賞を受賞。
その後11年間は育児のため脚本業のみに。映画「劇場版 神戸在住」「猫目小僧」、NHK「やさしい花」「ちょっとは、
ダラズに。」、毎日放送「奇跡のホスピス」など脚本担当。
2017年映画「36.8℃ サンジュウロクドハチブ」、2018年新作ドラマを監督・脚本。いずれもオリジナル作品。

属
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
は
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

お
盆
の
時
期
に
ま
と
め
て
撮
影
し
た
り
し
て
、

映
画
制
作
は
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
し
た
。
社
会
人

２
年
目
の
時
に
、
あ
る
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
と

観
客
賞
を
い
た
だ
い
て
、「
で
き
た
ら
、
い
つ
か
仕

事
に
し
た
い
な
…
」
と
思
っ
て
。

　
当
時
は
女
性
監
督
も
少
な
く
、
映
像
文
化
は
東
京

が
中
心
。
と
に
か
く
映
画
祭
に
応
募
し
て
足
を
運
ん

で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
に
お
会
い
し
て
自
分
を

売
り
込
む
し
か
な
く
て
。
販
売
促
進
部
門
で
の
経
験

を
生
か
し
て
、
死
ぬ
ほ
ど
営
業
し
ま
し
た
よ
（
笑
）。

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
テ
レ
ビ
局
か
ら
ド
ラ
マ
制
作

の
依
頼
を
い
た
だ
け
て
、
会
社
と
の
両
立
が
難
し
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
退
職
し
て
監
督
・
脚
本
業

一
本
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

|
映
画
「
3
6.
8
℃
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
映
画
は
、
制
作
会
社
で
あ
る
映
画
24
区
が
企

画
し
た
「
ぼ
く
ら
の
レ
シ
ピ
図
鑑
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

|
最
後
に
神
大
生
や
高
校
生
に
む
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
勉
強
す
る
時
間
が
た
く
さ
ん
あ
る
う
ち
に
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

時
は
苦
手
だ
な
と
思
っ
て
も
、
後
の
人
生
で
意
外
な

楽
し
み
を
も
た
ら
し
た
り
、
仕
事
に
役
立
っ
た
り
す

る
こ
と
が
必
ず
あ
る
は
ず
な
の
で
。
ま
た
、
自
分
が

希
望
し
て
い
る
道
に
進
め
な
く
て
も
、「
そ
れ
で
終

わ
り
だ
」
み
た
い
に
は
考
え
て
ほ
し
く
な
い
で
す
。

今
、
思
っ
て
い
た
の
と
違
う
こ
と
を
し
て
い
た
と
し

て
も
、
き
っ
と
何
か
得
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私

も
、
販
売
促
進
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
映
画
企
画
の

売
り
込
み
が
で
き
ま
し
た
し
、
育
児
で
11
年
間
監
督

業
を
休
み
ま
し
た
が
、
育
児
経
験
が
あ
っ
た
の
で
児

童
虐
待
が
テ
ー
マ
の
N
H
K
ド
ラ
マ
「
や
さ
し
い

花
」
の
脚
本
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
ら
。

　
そ
し
て
、
神
戸
大
の
よ
う
な
良
い
環
境
は
な
か
な

か
な
い
の
で
、
そ
の
価
値
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
で

す
。
加
古
川
の
市
民
の
方
と
同
じ
で
、
そ
こ
に
い
る

時
っ
て
、
そ
の
場
所
の
良
さ
が
見
え
づ
ら
い
ん
で
す

よ
ね
。
神
戸
大
の
学
部
の
多
さ
や
、
異
文
化
と
交
流

す
る
機
会
な
ど
、
掘
り
下
げ
て
い
け
ば
学
べ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
大
い
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

http://manafilm.web.fc2.com/

「幸福のスイッチ」ワンシーン  ⓒ2006「幸福のスイッチ」製作委員会

「36.8℃」のワンシーン  ⓒ映画24区

の
第
一
弾
で
す
。
地
域
の
「
食
」
や
「
高
校
生
」

人
く
ら
い
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
し
た
。

どこにでもある、ささやかなものに光を当てて

し
あ
わ
せ

清水 大貴
工学部機械工学科２年

■インタビュアー学生広報チーム

SHIMIZU Hiroki



18kaze Vol.12

起業・継業する人材を育成
篠山からイノベーションを起こす！

神大   LOCAL

|
篠
山
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
設
立
ま
で

の
経
緯
は
？

　
篠
山
市
と
神
戸
大
学
の
連
携
協
定
当
初
か

ら
、
私
は
地
域
政
策
の
立
案
な
ど
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
委
員
長
を
務
め
た
「
篠
山
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
一
環

と
し
て
、
移
住
・
定
住
促
進
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
た
い
と
い
う
市
の
要
望
を
受
け
て
、

篠
山
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
を
開
始
し
ま

し
た
。

神
戸
大
学
は
農
学
部
の
前
身
と
な
る
拠
点
を
置
く

な
ど
、
兵
庫
県
篠
山
市
と
長
年
関
係
が
深
い
。

2
0
0
7
年
に
は
地
域
連
携
協
定
を
結
び
、
研
究
や

学
生
の
人
材
育
成
の
拠
点
「
篠
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
開
設
。
16
年
に
開
設
し
た
「
神
戸
大
学
・

篠
山
市
農
村
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」
で
は
、
起

業
・
継
業
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

「
篠
山
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」を
運
営
し
て
い

る
。
今
回
、
4
期
目
を
迎
え
る
ス
ク
ー
ル
を
運
営
す

る
、
中
塚
雅
也
准
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

|
継
業
と
は
何
で
す
か
？

　
経
営
継
承
の
こ
と
で
す
。
担
い
手
が
い
な
い
事

業
を
掘
り
起
し
、
後
継
し
た
い
人
に
マ
ッ
チ
ン
グ

し
ま
す
。
篠
山
の
伝
統
産
業
か
ら
、
日
用
品
販
売

店
な
ど
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
事
業
ま
で
ジ
ャ

ン
ル
は
幅
広
い
で
す
ね
。
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
前
に

は
、
私
た
ち
が
間
に
入
っ
て
再
編
す
る
こ
と
が
大

切
。
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
を
見
直
し
て
整
理
す
る
と
、
後
継
者
が
継
ぎ
や

す
く
な
る
の
で
す
。
実
際
、
他
の
地
域
で
茶
園
の

継
業
に
成
功
し
た
実
例
が
あ
る
の
で
、
篠
山
で
も

実
現
し
た
い
で
す
ね
。

　
継
業
は
篠
山
を
離
れ
た
方
の
U
タ
ー
ン
を
促
す

ね
ら
い
が
あ
る
と
と
も
に
、
し
た
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
な
い
ス
ク
ー
ル
生
に
も
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

|
受
講
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て
い
ま
す
ね
。

　
他
の
起
業
ス
ク
ー
ル
と
の
差
別
化
と
し
て
、
私

た
ち
は
出
口
支
援
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

受
講
後
に
す
ぐ
に
起
業
で
き
る
人
に
は
、
開
業
資

金
の
調
達
や
物
件
探
し
な
ど
の
仲
介
も
し
ま
す

し
、
起
業
１
年
目
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
し
て
、

篠
山
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
推
薦
も
し
ま

す
。
篠
山
市
は
学
生
で
も
協
力
隊
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
業
と
協
力
隊
の
活
動
を
両
立
で
き

る
よ
う
勤
務
時
間
は
２
分
の
１
。
移
住
の
受
入
れ

口
が
広
い
の
も
特
徴
で
す
ね
。

|
受
講
生
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
20
代
は
割
と
少
な
く
、
30
〜
40
代
が
ボ
リ
ュ
ー

ム
ゾ
ー
ン
で
す
。
50
〜
60
代
の
方
も
何
人
か
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
起
業
す
る
方
向
性
は
決
ま
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
具
体
化
し
て
い
な
い
、
見
直
し

た
い
と
い
う
方
が
多
い
で
す
ね
。
勉
強
す
る
だ
け

の
た
め
に
来
る
方
は
お
ら
ず
、
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
い
と
目
的
を
持
っ
た
方
ば
か
り
で
す
。

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
時
勢
も
考
慮
し
な
が
ら
、
民

泊
、
商
品
企
画
な
ど
、
篠
山
で
起
業
し
て
ほ
し
い

分
野
を
中
心
に
選
び
、
農
業
と
組
み
合
わ
せ
た
ビ

ジ
ネ
ス
に
展
開
で
き
る
内
容
に
な
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

|
今
後
の
展
望
は
？

　
今
年
の
秋
か
ら
東
播
磨
に
も
同
様
に
拠
点
を

設
け
、
兵
庫
県
と
神
戸
大
学
を
含
む
３
大
学
で

地
域
振
興
に
向
け
て
取
組
み
が
進
行
中
で
す
。

私
は
地
域
振
興
に
は
拠
点
づ
く
り
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
篠
山
も
ス
ク
ー
ル
の
開

催
で
、
毎
年
30
人
近
く
が
他
の
地
域
か
ら
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
も
、一
つ
の
成
果
で
す
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
、

二
つ
の
拠
点
が
連
携
し
て
研
究
と
人
材
育
成
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
3
年
間
で
92
人
の
受
講
生
の
う
ち
、

17
人
が
実
際
に
起
業
を
果
た
し
ま
し
た
。
受
講

生
が
増
え
る
こ
と
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生

む
可
能
性
を
高
め
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
な

く
と
も
10
年
以
上
は
ス
ク
ー
ル
を
継
続
し
て
い

き
た
い
で
す
。

|
地
域
人
材
育
成
の
一
環
と
し
て
ス
ク
ー
ル
が
？

　
そ
う
で
す
。
地
域
の
人
材
育
成
に
学
生
と
社
会

人
の
両
輪
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
ま
す
。
学
生
向
け
に

は
2
0
0
6
年
か
ら
「
食
農
コ
ー
プ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
。
農
業
の
知
識
を
座
学
で
学

び
、
農
家
で
農
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
課
題

の
発
掘
や
解
決
に
向
け
た
提
案
を
１
年
で
考
え

る
「
実
践
農
学
入
門
」
、
課
題
の
解
決
に
ま
で
導

く
「
実
践
農
学
」
の
２
本
立
て
で
す
。
こ
の
授
業

か
ら
農
業
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
学
生
団
体
が
生
ま

れ
、
大
勢
の
若
者
が
篠
山
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
16
年
10
月
か
ら
開
講
し
た
篠
山
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル
は
、
社
会
人
向
け
の
１
年
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
講
義
型
の
「
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
農

村
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
た
め
の
知
識
を
深
め
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
践
者
を
講
師
に
招

き
、
実
際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
「
C
B
L

（Com
m

unity 
Based 

Learning

）
」
と
い
う
授

業
で
、
よ
り
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
講
後
は
篠
山
で
の
起
業
や
継
業
を

目
指
し
ま
す
。

農学研究科 准教授
神戸大学・篠山市 農村イノベーションラボ 
ディレクター

中塚 雅也　
　　　　　　　　　NAKATSUKA  Masaya

1973年生まれ。神戸大学農学部卒業。緑地設計コンサルタ

ント、（財）丹波の森協会等にて地域づくり実務に携わりなが

ら、2004年 神戸大学 大学院自然科学研究科博士後期課程

修了、博士（学術）。 神戸大学助教、英国ニューカッスル大学

農村経済センター（Centre for Rural Economy）客員研究員な

どを経て、現在、神戸大学大学院農学研究科食料環境経済

学講座 准教授。農学研究科地域連携センターを総括。専門

は、農業農村経営学、農村政策、農村計画。

×
http://sasayamalab.jp

Sasayama Innovators School      　篠山イノベーターズスクールSasayama Innovators School      　篠山イノベーターズスクール
Sasayama Innovators School      　篠山イノベーターズスクール
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　私はこれまで、旅行代理店で外国人観光客向

けのツアーを販売していました。自分の販売した

いツアーだけをお勧めしたい気持ちが強くなり、

起業しようと会社を退職。しかし、起業するため

の手段、ツアー企画の経験がないこと、拠点選

び…等の不安があり、1 年近く具体的な見通しが

立たない状態でした。

　今年2 月に初めて篠山を訪れ、自然豊かな篠山

の地に魅了される中、偶然、観光地でインバウン

ドツアーのモニターに参加したんです。起業への

気持ちを再確認できた2 ヶ月後、新聞広告でスクー

ルの募集を知って受講を決めました。

　授業では、各自の事業計画について受講生同

士白熱した議論を交わしています。先生やスタッ

フの方の助言により、販売ターゲットやツアー内

容など、起業プランが具体的になってきました。

　またこの度、篠山市はインバウンドに力を入れ

るため、篠山口駅にある観光案内所を丹波篠山

観光ステーションに一新しました。私はスクールを

通じて声を掛けていただき、篠山市の非常勤職員

として観光ステーションで、訪日観光客の対応と

観光プロモーション活動に携わります。起業に向

けての第一歩として実務に携わり、地域のネット

ワークをより広げていきたいですね。篠山は京都

などと比べて観光資源を発掘できる余地があるの

で、篠山ならではのツアーを企画し、将来的には

地域を巻き込んで事業運営をしていきたいです。

受 講 生の声

前職：大手旅行代理店勤務。
航空・旅行業界に20年以上携わる。

加藤 正美さん  KATO Masami

SASAYAMA

キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
た
起
業
に
向
け
て

篠
山
な
ら
で
は
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ア
ー
を
！
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ブリュッセルオフィス

ブリュッセルオフィス   Special Report 

「̶ヨーロッパの首都」
          ブリュッセルより̶

国際シンポジウム開催

　10月24日に、第9回となる国際シンポジウムを開

催。日本及びEUの政府関係者、研究者、学生、ビジ

ネスパーソンなど120名を超える参加がありました。

　オフィスでは2017年から、パトリック・ビッテー

フィリップ前欧州委員会イノベーション総局国際協

力局日本・ロシア係長をアドバイザーにむかえてい

ます。今回は、アドバイザーの助言のもと、日欧間

の共通の研究課題である、１. 社会安全保障問題、

２. Smart City、３. 西欧・東欧間の文化交流を取り上げ

ました。シンポジウムでは参加者が熱心に発表に聞

き入り、活発な議論が繰り広げられました。

アドバイザリーボード報告

　神戸大学では、2015年より欧州の著名な研究者や

政府機関関係者が、アドバイザーに就任しています。

海外の産業界や学界等の意見を取り入れることで、

国際水準の意見を反映し、本学の教育研究の質を向上

させることを目的としています。

　今回、10月23日にブリュッセルオフィスで開催され

たアドバイザリーボードでは、ヘルマン・ファン・ロ

ンプイ前欧州理事会常任議長、ロジャー・グッドマン

オックスフォード大学セントアントニーズカレッジ学

寮長、イェルジ・ドラホシュ チェコ科学アカデミー名

誉会長の参加を得て、海外拠点の設置・運営方法、

国際共著論文数増加に対する取り組み、教員の評価方

法などについて、所属機関との比較を交えながら、

武田廣学長出席のもと、本学の役員とガバナンス機能

の強化のための意見交換が行われました。

　去
年
の
8
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
大
学
に
て
二
学
期
間
交
換
留
学
を
し
、
そ
の
後
4
ヶ
月
間
同
じ

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
市
内
に
あ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
で
サ
マ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
留
学
に
関
し
て
は
小
さ
い
時
か
ら
漠
然
と
し
た
憧
れ
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
真
剣
に
考
え
始
め
た
の
は
、
大
学
に
入
り
自
然
言

語
処
理
と
い
う
分
野
に
興
味
を
持
っ
て
か
ら
で
す
。
自
然
言
語
処
理
と

は
、
人
間
の
使
う
言
語
を
計
算
機
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

分
野
で
す
。
将
来
的
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
へ
の
進
学
を
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
の
情
報
収
集
も
含
め
て
、
現
地
で
の
勉
強
・
生
活
を
体
験
し
、

そ
の
中
で
英
語
力
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
思
い
、
交
換
留
学
を
決
意
し
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
の
勉
強
漬
け
の
日
々
は
大
変
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
周
り
の
学
生
が
よ
く
勉
強
す
る
の
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
苦

だ
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
週
末
の
大
学
バ
ス
ケ
観
戦
や
、

長
期
休
暇
中
に
車
を
借
り
て
あ
ち
こ
ち
旅
行
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で

す
。
交
換
留
学
終
了
後
は
サ
マ
ー
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
、
自
然
言
語
処

理
に
関
す
る
研
究
に
携
わ
れ
る
機
会
を
運
良
く
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
刺
激
的
で
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　交
換
留
学
全
体
を
通
し
て
様
々
な
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
受
け
た
ご
恩
を
忘
れ
ず
、
ま
た
そ
の
ご
恩
を
次
に
受

け
継
い
で
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。
交
換
留
学
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
一
度
神
大
の
留
学
フ
ェ
ア
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

留
学
だ
よ
り

ア
メ
リ
カ
で
の
交
換
留
学
を
終
え
て

        

工
学
部
情
報
知
能
工
学
科
３
年

　長
谷
川  

公
大

神戸大学は、本学のパートナーであるブリュッセル自由大学(蘭語系)内に、神戸大学
ブリュッセルオフィスを設置しています。国際機関の本部が多く置かれ、ヨーロッパの
首都機能を果たしているベルギー・ブリュッセルで、欧州の諸大学や研究機関との学術・
研究交流の促進、留学生・研究者ネットワークの構築など、国際連携拠点として、様々な
活動を行っています。                            http://www.office.kobe-u.ac.jp/ipiep/kubec/about.html

「Cathedral of Learning」ピッツバーグ大学

Philadelphia Museum of Art にて

H
ASEGAW

A Kim
ihiro

Kobe University Brussels European Centre

サラ・フェルチャル
Sara Ferčal

国際文化学研究科・研究生
スロベニア出身。演劇研究会「はちの巣座」に所属。
日本の漫画やアニメが好きで、自身でもオリジナル
キャラクター「ハートブレイカー」のコスプレをする。

Message from a foreign student

こん にち は！
留学生です

スロベニア

　神戸大学でどのようなキャンパスライフを過ごしていますか？
　今は、日本語の勉強をしながら、大学院の試験を受ける準備をしています。私は、

日本の翻訳のプロセスについて研究したいと思っています。他の言語を日本の文化に合

わせて翻訳するとき、どのようなことが起きているのかに興味があります。これまでに

名古屋の大学にも留学したことがありますが、メンターとして神戸大学の国際文化学研

究科の先生に教わりたいと思って、神戸大学に来ました。

　勉強の他にも、演劇研究会の「はちの巣座」に入っていますし、日本の漫画やアニメ

が大好きで、コスプレのイベントに参加したりもしています。

　「はちの巣座」に入ったのはなぜですか？
　神戸大学に来たばかりの頃に、いろいろな部活が新入生募集のチラシを配っていまし

た。はちの巣座のチラシをもらって、それに演劇の公演がやっていると書いてあったの

で、面白そうだなと思って観に行きました。大学生の部活だから、そんなに凄い劇ではな

いだろうなと思っていたのですが、実際に観てすごく驚きました。舞台もちゃんと作って

あって、役者もとても上手でした。大学生がこんな凄いクオリティの演劇ができるなん

て、思っていませんでした。それで、私もここで本気で演劇をしたいと思いました。

　新人公演では、私も役者をしました。セリフがすごく難しい演劇でした。私の役はセリ

フが多くて、その中の一つは漢字だらけで大変でした。「純粋理性批判、実践理性批判、

形而上学、言論判断力批判」とかそんな感じでした(笑)。今は、新しい公演の準備をして

います。今回は、私は衣装とメイクのチームです。

　日本の漫画やアニメが好きなんですね。
　はい、すごく好きです。正直、私はすごくオタクです(笑)。自分でもコスプレをします。

スロベニアでもコスプレイベントがあって、よく参加していました。スロベニアでは、

まだコスプレをする人が少ないので、その中では私も結構知ってもらえていました。

前は日本のアニメや漫画のことを知っている人が少なかったのですが、最近は好きな人

が増えてきていて、大きなイベントも開催されています。

　今後の目標を教えてください。
　大学院の試験に受かるのが一番の目標です。大学院に入ったら、私の日常がどう変わる

か分からないですが、はちの巣座の活動も続けたいと思います。日本のコスプレイベント

にももっと行きたいです。いい人生のためには、たくさんの経験が必要ですから、もちろ

ん勉強や研究も大事ですけど、他のこともいっぱい楽しめたらいいなと思います。

世界各国から来た約1300人の留学生が神戸大学で学んでいます。
このコーナーでは、母国の文化や習慣などの話を交えながら、国境を越えて頑張っている留学生にスポットを当てます。

スロベニアの風景はちの巣座の活動の様子 ハートブレイカーのコスプレ

中央ヨーロッパに位置する共和制国家。首都はリュブリャナで、
人口は約207万人。ジュリア・アルプスの美しい山々や湖に恵まれ
ており、登山や山岳スキーに世界中から観光客がやってくる。

̶国際ニュース̶ 課外活動も、趣味も！
たくさんのことにチャレンジ
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アンケートの回答は神戸大学広報課の     
メールアドレスにお願いします。

神戸大学広報誌『風』12号をお読みになっての感想をお聞かせください。今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

1.どの記事に関心を持たれましたか　　2.その記事についてどのような感想を持たれましたか　　3.今後読みたい記事　　4.その他何でもご感想を

ppr-kouhoushitsu@of f ice.kobe-u.ac.jp WEBフォームもありますので
今すぐアクセス !※ご職業、年齢を書き添えていただけると幸いです。

読者の皆様へアンケートのお願い

日々更新中！ 公式  Twitter
「@KobeU_PR」

公式  Facebook
「神戸大学 _ Kobe University」

Mini News

　深江グラウンド（海事科学部キャンパス）の芝生化工事が
完成し、10月6日に記念式典を開催しました。
　今回のグラウンド芝生化は、ラグビー部OBの皆様が中心と
なり、同部や医学部ラグビー部などのOBの皆様に広く呼びか
けられ、3千万円を超える募金を集めて本学にご寄付いただ
き、実現したものです。
　グラウンドの芝生化は、プレイヤーの負傷事故軽減のみな

　神大うりぼーの公式キャラクター化及び大学Instagram
アカウントの開設1周年を記念し、『神戸大学フォトコンテスト』
を開催しました。応募総数299件の中から、キャンパス風
景 部 門 ・ 神 大 う り ぼ ー 部 門 で そ れ ぞ れ ベ ス ト ３ を 決 定 。
入賞者には神大うりぼーグッズの詰め合わせが贈られました。

深江グラウンドの芝生化工事が完成しました

フォトコンテストを開催しました
応募作品はすべて、Instagramハッシュタグ「#神戸大学フォト
コンテスト」または、「#kobeuniversityphotocontest」で
ご覧いただけます。

キャンパス風景部門

神大うりぼー部門

らず、今後、ホームグラウンドで公式戦を行うことができるよ
うにもなり、ラグビー部・医学部ラグビー部をはじめ、女子ラ
クロス部、女子タッチフットボール部などのグラウンドを使用
する課外活動団体の更なる発展に大いに寄与します。
　式典当日は、来賓、OB、現役部員、大学関係者など約180人が
出席。記念交流試合や祝賀会も開催され、芝生の感触を確かめた
り、思い出話に花を咲かせるなど、心ゆくまで楽しみました。

フォトコンテスト
結果発表

神戸大学
 Instagram

1位 2位 3位

1位 2位 3位

公式 YouTube
「神戸大学Kobe University」

You
Tube

公式Instagram
「kobe_university」

神戸大学基金だより

　神戸大学基金は2006年の創設以来、学生保護者、卒業生、企業など多くの方にご

支援いただき、学生への支援を中心に様々な分野へのサポートを行っています。

　いただいたご寄附の活用方法として、「大学全般基盤事業」と「修学支援事業」では、

大学全体で行っている学生支援を実施しています。 主に、

● 国 際 化 対 応として：神戸グローバルチャレンジプログラムに参加する学生、協定                                         
　　　　　　　　　　　　校に留学する学生・院生、優秀な受入留学生への助成

● 修 学 支 援 と し て：経済的な理由で修学困難である学生への奨学金給付

● 課外活動支援として：ボランティア活動を含む課外活動での遠征費等の助成

に利用させていただいています。

よろしく

お願いします

※神戸大学基金については、ホームページもご参照ください。 神戸大学基金神戸大学基金 検 索

　私は、2018年夏に3週間、ベトナム・ホーチミンで

のボランティアプログラムに参加してきました。本プ

ログラムでは、ベトナム戦争の影響で障がいを負って

生まれてきた子どもたちの生活サポートを行ってきま

した。子どもたちと一緒に遊んだり、食べやすいよう に工夫した食事の準備をしたりといった活動を、様々

な国から参加しているボランティアと協力して取り組

むことで、困難な状況にある子どもたちの手助けを

し、たくさんの人と交流するという目的を達成するこ

とができました。将来、今回のプログラムを通じて得

た力を活かし、世界の人々と何か一つのものを作り上

げたいというのが私の夢です。神戸大学基金からの支

援を受け、このような体験を得ることができ、大変感

謝しています。

　今後も、多数の学生が様々な体験を積む機会を得られるよ

う、また、経済的な不安を抱えることなく、学業に専念する

ことができるよう支援を行っていくために、皆様のご理解と

ご協力をお願いいたします。

　また、今後の基金の支援活動として、神戸大学が計画して

いる「神戸大学インターナショナル・ハウス（仮称）」の新設

もサポートしていきたいと考えています。

　2022年に創立120周年を迎える本学が、世界に繋が

るグローバル・ハブ・キャンパスとなるために必要

不可欠な環境整備です。留学生・日本人学生の混住

寮や外国人研究者ゲストハウス、オープンスペース・

スタジオや共有ラボ・オフィス、24時間利用可能な

ラーニングコモンズ等の機能を備えた施設を新設し、

先進的な研究や学びを支援するとともに、異文化交

流体験プログラムを通じ、問題発見型リーダーシップ

を発揮できるグローバル人材の育成を視野に入れた

計画です。

神戸大学基金活用学生インタビュー

神戸グローバルチャレンジプログラム参加

農学部 2年  寺井 実奈 さん
て ら い     み な

「神戸大学インターナショナル・ハウス（仮称）」新設計画

ご寄附に関するご質問やご相談は、お気軽に神戸大学基金推進室へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】

神戸大学基金推進室（企画部卒業生・基金課内）　TEL 078-803-5414 　FAX 078-803-5024
E-Mail kikin@office.kobe-u.ac.jp
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学生広報チーム＆神大うりぼー・学内探検隊！
法、経済、経営学部の学生が主に利用する図
書館です。建物は歴史を感じさせ、「勉強し
よう！」という雰囲気を醸しだしています。

■ラーニングコモンズ
複数人でも1人でも利用できるスペース。
喋っていても大丈夫なので、勉強会には
もってこい！

■大壁画
神大の卒業生・中山正實氏による、圧倒的な迫力の壁画
です！もう見慣れて当たり前になってしまっているけれど、
やっぱり社会科学系図書館のシンボルはこれ！

出演：法学部２年・北浦 里紗、経済学部３年・前田 真我、神大うりぼー

■大閲覧室
創建当時の姿が今も受け継がれ
ています。映画の中のような雰
囲気で、ここで勉強することで
モチベーションが高まります。

・学内探検隊！・学内探検隊！・学内探検隊！・学内探検隊！
法、経済、経営学部の学生が主に利用する図

よう！」という雰囲気を醸しだしています。

■
創建当時の姿が今も受け継がれ
ています。映画の中のような雰
囲気で、ここで勉強することで
モチベーションが高まります。

■ラーニングコモンズ
複数人でも1人でも利用できるスペース。

神大の卒業生・中山正實氏による、圧倒的な迫力の壁画
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